
成果 課題

９月 ２月 評価 コメント 評価 評価 コメント 評価 コメント
放課後学習教室EDOスクの
充実。民間業者と連携。

週平均利用者が７
８％を超える出席率
になるよう、業者と
連携する。とくにD
層の底上げ

学期に一回の江戸川っ子ス
タディウィークの充実と、
進んで学ぼうとするための
機会を増やす（期間延長な
ど）

江戸川っ子スタディ
ウィーク3学期の終
了時に実施率９０％
以上を目指す。

・読書科コンクールの実施と充
実と全学年ビブリオバトル開催
に向けた取り組みの中での図書
室活用の充実
・週１回よむyomuワークシー
トの活用

・新校舎の図書室の
バーコード化によ
る、一人月３冊以上
の借用を目指す

・年間指導計画に基づき補
助運動を実施し体育的活動
を充実させる。

・生徒アンケートで体
育の授業が好きである
を９５％以上にする

・河川敷や近隣の小学校の
協力を得た体育の授業や部
活動の実践と充実

今年度も河川敷や小岩
小学校をお借りするの
で、素早く行動授業時
間を確保する。

・スポーツテスト結果の向上
（体力テストの取り組みを通し
た、一人一人の体力向上への意
識の高揚）

東京都の体力テストの
得点平均258.5に近づ
くようにする。（令和6
年度は249点）

・PTAと協力しオリパラ講
演を成功させ、さらに体験
活動を実施する。

・年一回以上の講演
会と授業の中で障が
い者理解教育を取り
上げた授業を学期に
1回は行う。

・SC、SSWとの連携をさ
らに充実させる

・校内委員会35回
以上の実施と、個別
指導計画を上がった
事例は100作成し、
支援体制を整える。

・復籍香料の実施と充実。
（鹿本学園のコーディネー
ターと連携）
・巡回指導の授業の充実

・復籍香料の実施と充
実。（鹿本学園のコー
ディネーターと連携を
取り年3回は交流する。
・巡回の授業を20回以
上実施する計画を立て
る。

「中間」
自己（学校）評価(A～D)

令和７年度　江戸川区立小岩第一中学校　学校関係者評価報告書（学校経営計画・学校関係者評価シート）

学校教育目標
自主…自主性に富んだ生徒を育てる
責任…責任を持って行動する生徒を育てる
健康…健康で情操豊かな生徒を育てる

目指す学校像
目指す生徒像
目指す教師像

　みんなが幸せになれる学校
　次代の社会の担い手となる生きる力を身に付けた生徒
　学校経営参画意識をもって職務を遂行し、教育目標の達成に努める教師

前年度までの本校の
現状

新型コロナ感染症の拡大が落ち着き、学校公開などが例年通りに開かれ地域や保護者の参観がで
き、保護者や地域の理解を深めることができた。また、自己肯定感を育てる行事等においても、教
育課程どおりに教育活動を行うことができた。

全教職員の学校経営参画意識を高めた、ラインによる組織的な運営の実践。家庭と地域と学校が一体となって、より一層開かれ
た教育課程の実現を目指す。不登校巡回拠点校である利点を活かし、生徒一人ひとりいに寄り添った教育相談の充実を図る。

重点 取組項目 具体的な取組内容 数値目標
達成度

「中間」
学校関係者評価(A～D)

「年度末」
学校関係者評価（A～D） 次年度に向けた

改善案
コメント

体
力
向
上

〇学力の向上
・学習の基礎・基本の
確実な習得（だれ一人
取り残さない学力向上
アクションプランの実
施、充実、発展。）

〇家庭学習の充実
家庭学習習慣に対して
の学校の組織的な対応
による取組の実施・充
実

学
力
向
上

〇読書科の更なる充実
読書活動を通じた探究
的な学習の実施及び充
実

〇運動意欲、基礎体力
の向上

・個に応じた体力向上
のための取り組みの実

施・充実

「年度末」
自己（学校）評価（A～D）

共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
た

教
育
の
推
進

〇ユニバーサルデザイ
ンの視点を取り入れた
個に応じた指導の実
施・充実

〇エンカレッジルーム
（ＥＣ室）の活用促進
校内委員会の効果的な
活用

〇副籍交流、交流及び
共同学習の実施・充実
多文化共生の取り組み
の充実



・子どもたちの健全育成に
向けた取組
・いじめアンケートの実施

・委員会活動や選挙活
動の活発化。前後期の
生徒総会実施を今年度
も引き継ぎ行う。
・いじめアンケートは
年3回実施を継続。

・ヤングケアラーの個別面
談を1学期中に全学年行う

・ヤングケアラーの全
校学習を行い、年3回実
施のふれあいアンケー
ト等で実態を把握する

不登校対策の実施・充実 ・不登校巡回の拠点校
として未然防止のため
アンケートを3回実施
し、教員研修も3回行う

・学校ホームページの更
新。
・テトルの積極的活用

・一日一回ホームペー
ジの更新を行う。
・テトル加入100％を
目指し、全家庭とつな
がる。

学校公開の実施・充実 ・年3回以上の学校
公開や授業公開を行
う。

・教育活動の改善・充実に
向けた学校関係者評価の実
施

・生徒、保護者、地
域へのアンケートは
年2回実施目標。

・ボランティア活動の充
実。地域祭り等自主的な参
加。

・スポごみ拾いの積極
的参加。地域祭り等の
ボランティアの呼びか
けで述べ参加人数を３
４０人以上にする。

・生徒会が行う新たな活動
を充実させる。

・服の力プロジェクト
の実施を学期に1回行
う。

・教員のICT研修の充実 ・全教員のICT機器使用
を学校アンケートで肯
定的意見が90％を超え
るくらい、研修し使い
こなす。

不
登
校
・
い
じ
め
対
応
の
充
実

〇教育相談の強化

〇豊かな心の育成

〇hypaer-QU、個人面
談の活用

特
色
あ
る

教
育
の
展
開

〇生徒憲章（生徒自ら
策定）の具現化

・生徒が活躍する機会
の充実

・地域とともに地域行
事で活動する地域に根

差した小岩一中

地
域
社
会
に

開
か
れ
た

学
校
（

園
）

の
実
現

〇自校の取組の積極的
な発信
〇学校ホームページの
充実等

〇内部評価、外部評価
の充実と評価結果を踏
まえた改善

〇学校関係者評価の充
実


